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20)大網充填を行 った難治性膿胸 の 6例
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司 (慧孟莞悪所輔 潟)
(新潟大学第二外科)

仝触 男性.平均年齢 59.3才 (36才--73才).膿胸L')

原矧 ､L.陳r｢1性肺結核2例,肺癌肺全摘除術後食道噂 1

例,アスペルギルス腫教1例,肺区域切除術後胸腔内異

物1酬 免疫不全合併例細菌性肺炎n疑い1例でか .,た.

大網蒐畷施行時期は,初回手術時 :1例,第2回目:2

例,第3回目:2例,第4回目以後 :1例であった.手

術結果は,5例が成級 1例が不成功であった.不成功

の原因は,小さな窺管支感を直接縫合せず,大網売場だ

げで手術を済ませた結果,気遣からの感染を来 したため

と推測された.すなわち,大網蒐畷効果を過尭祝 したこ

とが再発原因と考えられた.大網利用の適応は厳密であ

るべきだが,従来の方法で再発が予想される場合は積極

的に行われてよいと考える.

21)腹壁異常 3例の治療経験
Allen_Wrenn法を施行した磨帯-Jレ

エアを中心に-
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長岡赤十字病院をこて2例の脚荷ヘルニアと1例の腹壁

破裂を経験 した,線肺静脈還流異常を合併 した hemia

intothet1【11bilicLllc(1rtl(り1例を心不全て1病Liに失っ

たが,ロ側盲端の穿孔を伴った回腸閉塞を合併 した腹壁

破裂の1例と,Allen-Wrenn法を施行 した済帝-ルニ

アの 1例を救命 した.以下 Allem-WTenm法を施行 した

症例に---.,いて報告寸る.

症例はさ在胎39週,2545g,正常分娩にて出生の女児.

門は 5,5〉〈5.5cm あり一期的閉鎖は困難と判断し,A且Iem

-wrenn法に準t;ダクロンシ- 卜を潤い-ルニア藤を

被覆 した,術後3病日よりベッドサイドで連日シー トを

縫縮 し完全に脱出臓器が腹腔内に還納された状態でL'7牛

r】に人IJ.膜を除去 し開醸 しナ∴ 術後経過順調で第32病臼

に退院 した. しかしそ の 後 灰 F:_】健 か 出 現 . 総 胆 管 CT)閉 塞

899

が疑われたが,利附則の投与によさ)沢目健はi軒Jこした.

術後2カ月の現在なんら問題を認めない.

22ト炎症を†､巨 ､.急性腹症として発症した腸問
膜嚢腫 L])1治験例
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小児の腸間膜嚢随はリンJ＼系起源のものが多く比較的

稀な疾患とされている.奪回われわれは,炎症をともな

い急性腹症として発症 した本症の1例を経験 したので,

若干の考察を加えて報告 した.

症例は4才2カ月の男児.排尿時に増強する腹痛で発

症 し 畷畦や下痢はみられなかった.近医を受診 して内

服薬の投薬を費げたが,症状の軽快がみられず手業病院

小児科を受診し,急性腹症として入院した.絶食チ輸液,

抗生剤の点滴などで症状は軽快 したが,腹部触診で腰痛

を触れるようになったため,当科に紹介され 入院となっ

渋こ.

腹部超音波検査上腹部の CT 検査では傍肌の上部に

多脆性の嚢胞状のものを認めた.開腹所見で,空腸の腸

間膜から発生 し周囲に発症をこよる癒着を伴った多胞性の

腸間膜嚢腫を認め予褒涯を隣接する空腸と共をこ掃出し

経過良好て第8病flに退院 した.

23)稀な PrimiもiveneuTO画 も払ehaitum｡Fの
1例
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primiti＼,eneul･oepitheliilltumor (1十F,PllINT)

は 1973年 f-fartandEarLeにより初めて報告 された

neuroeetodermaloriginL')柿な腫壕で.他の未分化小

円形細胞鷹轟との鑑別診断が困難で予後不良な腫癌であ

ち.我々は左腹部腫壕で,病理組織学的検索の他免疫組

織化学〔札 電顕的検討で PNET と診断 した症例を経験

したので若干の文献的考察と共に報告するi症例は1才

の男児で,誕生H頃より発熱 不槻嫌が続き他院にて検

査時に左腹部腫噂を触触 精査で NSII,LDH の高値

を認め神経芽腫し')疑いで当科を紹介され 89年9月21日

試 験聞役,左腎への高度の浸潤等より化学療法後再手術


